
【基本方針】
　昨年５月に新型コロナウイルス感染症が五類感染症へ引き下げられたことに伴い、これまで休止あるいは縮
小していた地域活動やボランティア活動も再開し始めております。一度休止した活動を全て以前と同じように
再開させることは難しく、困惑するところもありますが、将来的に持続可能な活動が行えるよう、この機会に
活動内容を見直すことでより良い福祉活動へとつなげてまいります。
　この福祉活動の中で、少子高齢化による社会・経済問題だけでなく、地縁関係の希薄化による社会的孤立、
物価の高騰による貧困などの課題が深刻化し、また複合化している現在、地域における見守り活動を中心とした、
小地域における人と人とのつながりは一層重要なものとなっております。区長をはじめ、民生・児童委員や福
祉委員、地域のボランティア団体など、地域住民によるより強い連携が必要となることから、これからも地域
住民の居場所であり、また見守り活動の拠点となる「ふれあい・いきいきサロン」の立ち上げや運営への支援
に併せ、支援関係者が集まり情報共有できる場の提供を続けてまいります。
　また、令和６年１月１日に発生した能登半島地震のような大災害が、大野町においてもいつ起こるかわから
ない状況である今日、災害ボランティアセンターの重要性を改めて認識し、立ち上げ・運営を確実に行えるよう、
平時から災害時への備えを万端にし、ボランティア団体や行政など関係団体との連携を強化し、体制の強化に
つなげてまいります。

【スローガン】　「みんなのあったかまちづくり」

社協だより
みんなの あ っ た か まちづくり

☎34-2130　HP http://www.ip.mirai.ne.jp/~ono-shakyo大野町社会福祉協議会

【活動内容】
 法人本部 
１　法人運営事業

（財源：会費/寄付金/町補助金/町受託金）
（１）運営体制の強化
（２）財政基盤の強化
（３）社会福祉功績者表彰式
（４）福祉用具貸与
（５）福祉団体等への活動支援
（６）広報活動の充実
（７）法人後見事業
（８）フードバンク事業

２　ボランティアセンター事業
（財源：会費）

（１）広報活動による啓発
（２）ボランティア支援
（３）�災害ボランティアセンターの

体制整備
（４）�ボランティア連絡協議会との

連携
（５）�共同募金街頭募金運動への協力
（６）�ボランティア活動保険加入促進

３　生活福祉資金貸付事業
（財源：県社協受託金）

４　心配ごと相談事業
（財源：会費/町補助金）

（１）心配ごと相談事業
（２）よろず相談事業

５　福祉サービス利用援助事業
（日常生活自立支援事業）
（財源：県社協受託金）

６　生活困窮者自立相談支援事業
（財源：県社協受託金）

７　福祉推進事業
（財源：会費/町補助金）

（１）福祉委員活動の支援
（２）小地域支え合い活動推進事業
（３）カフェ活動支援事業
（４）�集いの場における介護予防推

進事業
（５）福祉教育の推進
（６）生活支援体制整備事業
（７）�生活支援サービス活動団体支

援事業

（８）地区支えあい活動支援事業
８　共同募金配分金事業

（財源：共同募金配分金/会費）
（１）一般募金配分金事業
　① 福祉のふれあい広場
　② ふれあい食事サービス
　③ バースデイ記念品プレゼント
　④ 社協だより
　⑤ 安心カード普及継続支援事業
　⑥ �地域の居場所づくり活動継続

事業
　⑦ �地域の居場所づくり活動支援

事業
　⑧ �安心・安全のまちづくり活動

支援事業
（２）歳末たすけあい募金配分金事業
　① 在宅援護事業
　② 高齢者交流事業
　③ 障がい者交流事業
　④ 貸出用具整備事業

地域福祉活動
計画重点目標

１　だれもが身近な地域の問題に関心を持ち「地域力」を高めるまちづくりの推進
２　だれもが暮らしの問題を気軽に相談できる体制の構築
３　だれもが安全・安心に暮らせる環境づくり

令和６年度事業計画
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「社協だより」は、皆様からの会費と共同募金配分金等により作成されています。

令和６年度 社会福祉協議会予算 高齢者支援 
１　訪問介護事業

（財源：介護報酬 /利用者負担金）
（１）訪問介護事業
（２）障害福祉サービス事業
　① �居宅介護・重度訪問介護サー

ビス
　② 移動支援サービス

２　居宅介護支援事業
（財源：介護報酬 /町受託金）

 障がい者支援 
１　就労継続支援事業

（財源：訓練等給付費 / 受託代金 / 自主
製品販売代金）

（１）就労継続支援本部事業
（２）受託事業
（３）自主製品販売事業

２　一般相談支援事業
（財源：町受託金 /地域相談支援給付費）

（１）一般相談支援事業
（２）障害者相談支援事業

３　特定相談支援事業
（財源：計画相談自立支援給付費）

４　障害児相談支援事業
（財源：障害児相談支援給付費）

 子育て支援 
１ こども園事業

（財源：施設型給付費 / 利用者負担金 /
補助金）

（1）東さくらこども園事業
（2）子育て支援センター事業

 その他の事業 
（1）日本赤十字社事業
（2）災害義援金募集事業
（3）大野町遺族会事務

勘定科目 当初予算額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収入

会費収入 ３,８２９
寄付金収入 ５６７
経常経費補助金収入 ２４,８３９
受託金収入 ２,４３６
事業収入 ４４０
負担金収入 ８５
介護保険事業収入 ２８,０２７
保育事業収入 １４４,４２５
就労支援事業収入 ３,３２７
障害福祉サービス等事業収入 ４７,０９７
受取利息配当金収入 ３７
その他の収入 １,９８２

事業活動収入計（１） ２５７,０９１

支出

人件費支出 ２２９,７５２
事業費支出 ２１,６１１
事務費支出 ２１,４３５
就労支援事業支出 ３,３２７
助成金支出 ２,９１２
その他の支出 １,８７２

事業活動支出計（２） ２８０,９０９
事業活動資金収支差額（３）=（１）－（２） -２３,８１８

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収入 施設整備等収入計（４） ０

支出 固定資産取得支出 ３,４８５
施設整備等支出計（５） ３,４８５

施設整備等資金収支差額（６）=（４）－（５） -３,４８５

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収入

積立資産取崩収入 ４５,０００
拠点区分間繰入金収入 ８,４１８
その他の活動による収入 ０

その他の活動収入計（７） ５３,４１８

支出

積立資産支出 ２,２０１
拠点区分間繰入金支出 ８,４１８
その他の活動による支出 ９,０８６

その他の活動支出計（８） １９,７０５
その他の活動資金収支差額（９）=（７）－（８） ３３,７１３

予備費支出（１０） ２,３１０
当期資金収支差額合計（１１）=（３）＋（６）＋（９）－（１０） ４,１００

前期末支払資金残高（１２） ２５,５００
当期末支払資金残高（１１）＋（１２） ２９,６００

（単位：千円）

社会福祉協議会　会費納入のお願い
　本会では、住民の皆様からご協力いただきます会費を財源に、住民参加による地域福祉活動、ボランティア活動、
福祉教育への助成などを行っております。
　今後も大野町の福祉をより推進していくため、地域の皆様のより一層のご理解とご協力をお願いいたします。

【会員別会費】
　■一般（世帯）　　１口	 ５００円
　■特別（個人）　　１口	 ２, ０００円
　■賛助（法人）　　１口	 ５, ０００円

　一般会員の募集と会費納入を、各
地区の区長様を通じてお願いしてお
ります。
　賛助会員については、各法人様宛
にご依頼させていただきます。
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日本赤十字社会員募集と会費納入のお願い
　日本赤十字社では、毎年５月に全国一斉に「赤十字運動月間」として、国内外における災害救援
救護活動、医療事業、血液事業、社会福祉事業等の赤十字事業を推進しています。
　本年も、各地区の区長様を通じて、会員募集と活動資金（社資）へのご協力をお願いしております。
皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

【赤十字運動月間】　自 ５月１日  ～  至 ５月３１日

令和５年度　共同募金報告
　昨年１０月から１２月までの募金運動で皆様からご協力をいただいた募金額をご報告いたします。
心より御礼を申し上げます。ありがとうございました。

赤い羽根共同募金　２,７８０,２５２ 円
歳末たすけあい募金　１,１７９,７２０ 円

令和５年度歳末たすけあい配分金事業（単位：円）
お見舞金品贈呈事業 ３４７,０６４
高齢者交流事業（新春お弁当配達） ５９２,０２０
障がい者交流事業 ４８,２００
貸出機器整備事業 ６４,４４７

　お寄せいただいた募金は、県共同募金会へ送金し、
配分金として福祉事業に活用させていただきます。
　赤い羽根共同募金については、地域福祉活動事業
に活用させていただきます。また、歳末たすけあい
募金については、歳末たすけあい配分金事業として
右表のとおり活用させていただきました。

問合せ先  日本赤十字社岐阜県支部 大野町分区（社会福祉協議会内）　☎ ３４－２１３０

「まちｃａｆｅ」にてイベントを開催しました
　平和堂で開催している「まちｃａｆｅ」において、松久薬品さんのご協力により「べっぴん体感」
イベントを開催しました。お手入れのコツを講師から教わると、参加者からは朗らかな笑みがこぼ
れていました。

「まちｃａｆｅ」の開催をお手伝いしてくださるボランティアさん大募集！
お気軽に問い合わせください。� 問合せ先  社会福祉協議会　☎ ３４－２１３０

　誰でも気軽にお茶を飲みながらお話しできるカフェを町内
２カ所で開催しています。ぜひお立ち寄りください。
【場所・時間】
　「まちｃａｆｅ」　　平和堂１階ふれあい通り
　　　　　　　　　　毎週木曜日　１０: ００～１５: ００
　「よってこカフェ」　大野のわっか（大野小学校南）
　　　　　　　　　　毎月第２火曜日　１０: ００～１２: ００
【参加費】１００円（飲み物・お菓子付き）

社会福祉協議会だより
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「社協だより」は、皆様からの会費と共同募金配分金等により作成されています。

善意のご寄付をいただきました

令和６年能登半島地震災害義援金へのご協力をお願いします
　社会福祉協議会窓口では、引き続き能登半島地震への義援金をお預かりしております。
　お寄せいただいた義援金は日本赤十字社、共同募金会を通じて全額被災者の元へ届けられます。
被災地への温かいご支援のほどよろしくお願いいたします。

　　　　　　令和６年４月８日時点

　　　　　　　　　義援金受付額　８, ３８１, ９７６円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区・町内会より　　５, ４５７, ９５９円　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体等・個人より　　２, ９２４, ０１７円

義援金をお寄せいただいた団体様
　（２月１日から４月８日受付分）
　大野小学校５年生
　大野町採種圃生産組合
　大野町玉葱振興会
　野区友愛会
　木振神社春の大祭
　大野町社会福祉協議会職員一同
　　　　　　　　（順不同・敬称略）

【大野小学校児童による募金活動】
　大野小学校５年生の児童が街頭募金の新聞記事を見
て、能登半島地震における被災者支援のために自分た
ちにもできることがないかと考え、手作りの募金箱を
使って義援金を募り、集まった義援金６３, ０４４円
を会長へ預けました。
　今回お預かりした義援金は日本赤十字社を通じて被
災者の元へ届けられます。

募金の受付状況等は各ホームページで
ご案内しております。

▲児童代表より義援金を預かりました

　令和６年２月１日～令和６年３月３１日までに次のとおりご寄付をいただき
ました。
　寄付金等は本会が行う社会福祉事業に活用させていただきます。

　○第９回大野中学校同窓会一同 様 ・・・ 金４０, ８３９円
　○一般社団法人一生涯サポート・ばらの会 様 ・・・ タンブラー１５０個
　○匿名 ・・・ お米券３０枚
　〇匿名 ・・・ 缶詰、インスタント食品等

日本赤十字社ＨＰ 中央共同募金会ＨＰ 大野町祉協ＨＰ

▲児童代表より義援金を預かりました
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